
医師会シンボルマーク 

横浜市医師会  市民広報 ご自由にお持ちください。 

◆こんな時どうする? 

PSAが高いって言われたら!

◆健康の仲間たち 

脳梗塞からの生還 
ウソ？ホント 

待 合 室 

分娩と出血 
前置胎盤に気をつけて!

医 療 最 新 情 報 

◆医療クローズアップ 

動き出した「医療制度改革」 
◆医療を支える人々 

大変だが、やり甲斐のある仕事 
横浜労災病院・診療放射線技師  安部  真さん 



　
妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
の
経
過
中
で
最
も
怖
い
の
が
突
然
の
出
血
で
す
。
母
児

の
生
死
に
急
速
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
も
の
に
前
置
胎
盤
や
胎
盤
早
期
剥
離
あ
る
い

は
弛
緩
出
血
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
最
近
話
題
の
前
置
胎
盤
を
取
り
上
げ
て

み
ま
し
た
。
実
は
、
秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
も
部
分
前
置
胎
盤
で
し
た
が
、
万
一
を
考

え
て
早
期
に
入
院
さ
れ
、
無
事
に
男
の
お
子
さ
ま
を
帝
王
切
開
で
出
産
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
産
婦
人
科
医
会
会
長
の
東
條
龍
太
郎
先
生（
東
條
ウ
イ
メ
ン

ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）に
、「
分
娩
と
出
血
」に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。 

医 療 最 新 情 報  医 療 最 新 情 報  

前
置
胎
盤
に
気
を
つ
け
て
！ 

痛
み
も
な
く
、突
然
の
出
血 

定
期
診
断
で
、異
常
の
早
期
発
見
を 

分
娩
と
出
血 

横浜市産婦人科医会会長 
（東條ウイメンズクリニック院長） 

東條 龍太郎 先生 
とうじょう  りゅうたろう 

■
妊
娠
中
の
出
血
は
、
大
変
に

怖
い
そ
う
で
す
ね
。
出
血
を
伴

う
疾
患
と
し
て
は
、
ど
ん
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

東
條
　
妊
娠
の
前
期
で
は
、
ま

ず
切
迫
流
産
が
あ
り
ま
す
。
中

期
・
後
期
に
な
る
と
、
前
置
胎

盤
や
常
位
胎
盤
の
早
期
剥
離
な

ど
。
ま
た
分
娩
時
に
は
、
弛
緩

出
血
や
頚
管
裂
傷
な
ど
に
よ
っ

て
、
大
量
出
血
が
起
こ
り
ま
す
。 

      

■
紀
子
さ
ま
の
ご
出
産
で
、
前

置
胎
盤
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な

疾
患
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

東
條
　
通
常
は
子
宮
底
に
あ
る

胎
盤
が
子
宮
下
部
に
付
着
し
、

発
育
・
成
長
と
と
も
に
、
そ
の

一
部
あ
る
い
は
全
部
が
子
宮
口

に
及
ぶ
も
の
を
言
い
ま
す
。 

　
前
置
胎
盤
は
、
胎
盤
の
付
着

位
置
と
子
宮
口
に
近
い
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
「
全
前
置
胎
盤
」「
一

部
（
部
分
）
前
置
胎
盤
」「
辺
縁

前
置
胎
盤
」
の
３
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。 

 

■
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
違
う

の
で
す
か
。 

 

東
條
　
ま
ず
全
前
置
胎
盤
は
、

胎
盤
が
子
宮
口
の
全
部
を
ふ
さ

い
で
い
る
も
の
。
一
部（
部
分
）

前
置
胎
盤
は
、
胎
盤
が
子
宮
口

の
一
部
を
覆
っ
て
い
る
も
の
で
、

も
う
一
つ
の
辺
縁
前
置
胎
盤
は
、

胎
盤
の
下
縁
が
子
宮
口
の
辺
縁

に
ま
で
及
ん
で
い
る
も
の
で
す

＝
イ
ラ
ス
ト
参
照
。 

　
も
っ
と
も
、
一
部（
部
分
）前

置
胎
盤
と
辺
縁
前
置
胎
盤
に
は

大
き
な
違
い
は
な
く
、
臨
床
上

は
同
じ
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
子
宮
口
を
覆
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
胎
盤
が
子
宮
口

に
近
い
と
こ
ろ
に
付
着
し
て
い

る
ケ
ー
ス
を
「
低
置
胎
盤
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

■
前
置
胎
盤
の
原
因
は
何
で
す

か
。 

 

東
條
　
原
因
は
不
明
で
す
。
た

だ
子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜
炎
、

子
宮
内
感
染
症
な
ど
の
疾
病
や

子
宮
奇
形
な
ど
が
あ
る
と
、
前

置
胎
盤
が
起
き
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
初
産
婦
よ
り
も
、
出
産

の
経
験
が
あ
る
経
産
婦
に
多
く

見
ら
れ
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
帝

王
切
開
の
経
験
が
あ
る
場
合
も
、

起
き
や
す
い
よ
う
で
す
。
ほ
か

に
喫
煙
や
高
齢
妊
娠
も
、
前
置

胎
盤
の
リ
ス
ク
要
因
の
一
つ
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
前
置
胎
盤
の
症
状
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。 

 

東
條
　
あ
る
日
、
突
然
に
性
器

出
血
を
起
こ
し
ま
す
。
初
め
は

少
量
の
出
血
の
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
時
に
は
大
量
に
出
血

し
て
、
強
度
の
貧
血
や
シ
ョ
ッ

ク
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

 

■
前
兆
や
痛
み
は
な
い
の
で
す

か
。 

 

東
條
　
あ
り
ま
せ
ん
。
性
器
か

ら
の
出
血
は
無
痛
性
で
、
事
前

胎
盤
の
状
況
に
よ
り

胎
盤
の
状
況
に
よ
り 

3
種
類
に
分
類

種
類
に
分
類 

胎
盤
の
状
況
に
よ
り 

3
種
類
に
分
類 
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安
全
な

安
全
な 

お
産
の

お
産
の
た
め
の 

指
　
針

指
　
針 

安
全
な 

お
産
の
た
め
の 

指
　
針 

妊 娠 初 期  

●出血しやすい時期です。労働通勤等、無
理しないこと。胎児がタバコやアルコール、
薬物の影響を受けやすい時でもあります。
●つわりで繰り返して吐くような時は主
治医に相談して下さい。 

妊 娠 中 期  

●安定期に入ると急に食欲が出てきます。
ですが体重の増えすぎにはくれぐれも注
意して下さい。1週間に500g以上の増
加にならぬ様に。●適度なスポーツを心
がけましょう。 

妊 娠 後 期  

●胎児に栄養や酸素をとられるので、体内
の血液量が増え、鉄分不足から貧血にな
りやすい時期です。たんぱく質、鉄分の多
い食品を摂るように。ビタミンCの補給も
大切です。●晩期妊娠中毒症にならぬよ
う塩分は控えめにむくみに注意してくだ
さい。 

妊娠全期を通じて 

●規則正しい生活を送り、十分な睡眠と
休息を心がけましょう。定期的な診察、検
査をきちんと受け、自分の血液の状態、胎
児、胎盤の異常を主治医にチェックしても
らいましょう。●母親教室等に出席してお
産の進行と呼吸法を良く勉強して理解し
て下さい。その上で分娩第1期の呼吸法、
分娩第2期のいきみ方などドクターや助
産師の指導に従って下さい。 

の
シ
グ
ナ
ル
も
、
痛
み
も
全
く

な
い
。
そ
れ
だ
け
に
異
常
に
気

づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
厄
介

な
の
で
す
。 

      

■
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
前
置
胎
盤
か
否
か
の
診

断
は
容
易
な
の
で
す
か
。 

 

東
條
　
今
は
超
音
波
検
査
で
、

か
な
り
正
確
に
診
断
が
つ
き
ま

す
。
従
っ
て
、
か
か
り
つ
け
の

産
婦
人
科
で
定
期
的
に
診
断
を

受
け
て
い
れ
ば
、
ま
ず
前
置
胎

盤
を
見
逃
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
前
置
胎
盤
と
診
断

さ
れ
た
ら
、
何
よ
り
も
安
静
を

心
が
け
、
必
要
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
入
院
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。 

 

■
原
因
が
不
明
で
す
か
ら
、
予

防
法
も
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。 

 

東
條
　
え
え
、そ
の
通
り
で
す
。

従
っ
て
、
ま
ず
赤
ち
ゃ
ん
を
産

み
た
い
と
思
っ
た
ら
、
前
述
の

前
置
胎
盤
の
リ
ス
ク
要
因
を
早

め
に
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
。

そ
し
て
妊
娠
後
は
、
定
期
的
な

診
断
を
怠
ら
ず
、
万
一
異
常
が

見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
入
院
な

ど
迅
速
な
処
置
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

        

■
常
位
胎
盤
の
早
期
剥
離
も
、

怖
い
疾
患
だ
そ
う
で
す
ね
。 

東
條
　
こ
れ
は
妊
娠
後
期
に
起

き
る
こ
と
が
多
く
、
妊
娠
後
半

期
に
突
然
、
下
腹
痛
と
と
も
に

大
量
の
性
器
出
血
を
し
ま
す
。 

　
痛
み
は
陣
痛
の
よ
う
に
合
間

を
お
か
な
い
持
続
的
な
痛
み
で

始
ま
り
、
次
第
に
時
間
と
共
に

重
症
化
し
て
激
痛
と
な
り
ま
す
。

子
宮
も
板
の
よ
う
に
コ
チ
コ
チ

の
硬
さ
に
な
り
、
多
く
は
胎
児

の
動
き
を
感
じ
な
く
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
、
事
前
の
診
断
は
極
め

て
困
難
で
す
。
従
っ
て
、
上
記

の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
、

早
め
の
処
置
を
取
っ
て
下
さ
い
。

手
遅
れ
に
な
る
と
、
母
子
と
も

に
大
変
危
険
で
す
。 

診
断
に
は

診
断
に
は 

超
音
波
検
査
が
有
効

超
音
波
検
査
が
有
効 

診
断
に
は 

超
音
波
検
査
が
有
効 

怖
い
常
位
胎
盤
の

怖
い
常
位
胎
盤
の 

早
期
剥
離
、

早
期
剥
離
、 

痛
み
を
伴
い
大
量
出
血

痛
み
を
伴
い
大
量
出
血 

怖
い
常
位
胎
盤
の 

早
期
剥
離
、 

痛
み
を
伴
い
大
量
出
血 

正
常
な
胎
盤 

胎盤 

臍帯 

子宮壁 

子宮入口部 

全前置胎盤 辺縁前置胎盤 



  10月から患者負担が増大（現役並み所得者） 
70歳以上の高齢者、自己負担が3割にアップ 

医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ  

動き出した「医療制度改革」 

　先の通常国会で医療制度改革関連法案が成立したのを受け、この10月から現役並みの所得がある70歳以上の
高齢者の医療費自己負担額が3割にアップするなど、医療制度の改革が動き出しました。 
　ただ、今回の改革は総医療費の抑制を大前提としているために、患者負担が増大するなど問題点も多く含んで
います。そこで、横浜市医師会の玉城嘉和常任理事（広報担当）に、改革の主な内容や問題点について聞きました。 

 今
回
の
医
療
制
度
改
革
に
つ
い

て
、
医
師
会
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
見
解
を
お
持
ち
で
す
か
。 

 

玉
城
　
総
医
療
費
の
抑
制
・
圧

縮
を
大
前
提
と
し
て
お
り
、
問

題
点
が
少
な
く
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

　
過
度
の
医
療
費
の
抑
制
は
、

直
接
的
に
は
患
者
さ
ん
の
負
担

増
と
し
て
ハ
ネ
返
り
、
国
民
の

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。 

　
特
に
、
年
金
だ
け
が
頼
り
の

高
齢
者
の
場
合
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
増
大
す
る
と
、
病

気
に
な
っ
て
も
診
療
を
回
避
し

た
り
、
ま
た
満
足
な
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　
つ
ま
り
、
所
得
の
差
に
よ
る 

“医
療
格
差
„が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
安

い
費
用
で
同
じ
医
療
を
受
け
ら

れ
る
現
在
の
「
国
民
皆
保
険
制

度
」
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
か

ね
ま
せ
ん
。 

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
国
民
皆

保
険
制
度
は
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
私
た
ち
医
師
会
は
、
よ
り

良
い
医
療
制
度
の
確
立
を
め
ざ

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
、
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

問
題
多
い
改
革
、
 

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
こ
と
が
大
切
 

 

今
回
の
医
療
制
度
改
革
で
は
、

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
が
重
く

な
り
ま
し
た
。何
が
、
ど
う
変
わ

っ
た
の
で
す
か
。 

 

玉
城
　
ま
ず
10
月
か
ら
、
現
役

並
み
の
所
得
が
あ
る
70
歳
以
上

の
高
齢
者
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
が
、
こ
れ
ま

で
の
２
割
か
ら
３
割
に
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。 

　
ち
な
み
に
現
役
並
み
所
得
と

は
、
夫
婦
二
人
世
帯
で
年
収
が

５
２
０
万
円
以
上
、
単
身
者
で

３
８
３
万
円
以
上
で
す
。
こ
れ

だ
け
の
年
収
が
あ
る
と
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
で
も
、
医
療
費

の
３
割
を
自
己
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
己

負
担
は
、
７
月
ま
で
一
律
１
割

で
し
た
が
、
現
役
並
み
の
所
得

が
あ
る
人
に
限
っ
て
、
８
月
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
今
回
の
３
割
負
担
で
す
。

わ
ず
か
３
カ
月
の
短
期
間
の
う

ち
に
、
窓
口
で
の
支
払
い
額
が

３
倍
に
増
え
た
わ
け
で
、
対
象

の
高
齢
者
に
と
っ
て
は
相
当
の

負
担
増
で
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
再
来
年
の
４
月
か
ら

は
年
収
が
５
２
０
万
円
未
満
の

高
齢
者
（
70
〜
74
歳
）で
も
、
医

療
費
の
自
己
負
担
が
現
行
の
１

割
か
ら
２
割
に
ア
ッ
プ
す
る
予

定
で
す
。 

 

療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
る
高

齢
患
者
の
自
己
負
担
も
ア
ッ
プ

し
た
そ
う
で
す
ね
。 

 

玉
城
　
慢
性
病
な
ど
で

医
療
型
の
療
養
病
床
に

入
院
し
て
い
る
70
歳
以

上
の
患
者
さ
ん
の
場
合
、

10
月
か
ら
新
た
に
食
費

や
居
住
費
が
自
己
負
担

に
な
り
ま
し
た
。
突
然
の
、

し
か
も
大
幅
な
負
担
増

で
す
。 

　
以
上
の
点
で
、
医
療
費
の
重

圧
か
ら
、
や
む
な
く
受
診
を
抑

制
し
た
り
、
治
療
を
中
断
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
今

後
、
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
た
ち
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

 

ほ
か
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点

が
変
わ
り
ま
し
た
か
。 

 

玉
城
　
医
療
費
が
一
定
の
限
度

額
以
上
に
な
る
と
、
そ
れ
を
超

え
た
分
の
医
療
費
が
患
者
さ
ん

に
払
い
戻
さ
れ
る「
高
額
療
養
費

制
度
」が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
限

度
額
が
全
世
代
で
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
年
金
天
引
き
独
立
型
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
す
。 

　
　
横
浜
市
医
師
会 

■ 

玉
城 

嘉
和 

常
任
理
事 



　「目にいい」食品としてよく耳にす
るブルーベリーですが、食用として
売られているのはツツジ科スノキ属
に属する数種の果実で、それらを総
称してブルーベリーと呼んでいます。
一方、サプリメント等に使用されて
いるのは野生種のビルベリーで、私
たちが果物として知っているブルー
ベリーとは別種です。ブルーベリー
もビルベリーもアントシアニンとい
う物質を多く含むことから、目にい
いと言われているようです。 
　私たちの目が見えるのには、眼球
の最も内側にある網膜にある視細胞
が光の刺激に対して反応することが
必要です。その際に生じるのがロド

プシンという物質です。アントシア
ニンはこのロドプシンの再合成を促
進する作用があると言われています。
プルーベリーの効用を伝えるエピソ

ードとして、英国空軍のパイロット
が夜間飛行の前にブルーベリー・ジ
ャムを食べたところ目標物がよく見
えたという話がありますが、これも
ロドプシンの再合成促進の結果と言
いたいようです。 
　しかし、国立健康・栄養研究所
（http://hfnet.nih.go.jp/）の『「健康食品」
の安全性・有効性情報』によると、
夜間の視力が向上したと実証する試
験結果はないそうです。また、ビル
ベリーで糖尿病や高血圧による網膜
病変の改善が認められたこと以外に
は、目に対する有効性は科学的に確
認されていないとのことです。果物
のひとつとして食べるのは構いませ
んが、ことさらに目的を持って摂る
べきものではないようです。 

写
真
が
大
好
き
で
、 

こ
の
道
へ
　 

大
変
だ
が
、 

や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事 

　
午
前
８
時
15
分
、
横
浜
労
災

病
院
。
診
療
放
射
線
技
師
の
安

部
さ
ん
の
一
日
は
、
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
が
済
む
と
、
直
ち

に
撮
影
室
へ
。
予
約
の
外
来
患

者
さ
ん
の
胸
部
Ｘ
線
撮
影
な
ど
、

担
当
の
仕
事
を
次
々
と
こ
な
し

て
い
き
ま
す
。「
う
ち
の
病
院
は

救
急
外
来
が
あ
り
、
手
術
室
に

も
予
約
検
査
以
外
で
呼
ば
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
。
当
直
も
あ

り
、
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
と

て
も
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
」。

そ
う
言
い
な
が
ら
、
安
部
さ
ん

は
毎
日
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
安
部
さ
ん
が
診
療
放
射
線
技

師
を
志
し
た
の
は
、
千
葉
大
の

工
学
部
に
在
籍
し
て
い
た
頃
。

写
真
が
大
好
き
な
う
え
に
、
医

学
に
も
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
迷
わ
ず
こ
の
道
を
選
び

ま
し
た
。 

　
診
療
放
射
線
技
師
は
、
放
射

線
の
取
り
扱
い
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
、
患
者
の
Ｘ
線
撮
影
な
ど

を
行
う
医
療
技
術
職
で
す
。
そ

の
仕
事
は
、
血
管
造
影
検
査
や

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

大
変
に
幅
広
く
、
医
療
機
器
が

高
度
に
発
達
し
た
現
代
医
療
の

世
界
で
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。 

　
こ
の
資
格
を
得
る
に
は
、
ま

ず
国
が
定
め
た
専
門
学
校
や
大

学
な
ど
で
、
診
療
放
射
線
学
に

関
す
る
学
科
を
３
年
以
上
履
修

し
、
さ
ら
に
国
家
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
安
部
さ
ん
は
大
学
で
の
勉
学

の
か
た
わ
ら
、
専
門
学
校
に
３

年
間
通
い
、
診
療
放
射
線
学
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
晴
れ
て

国
家
試
験
に
合
格
。
医
療
機
関

な
ど
に
勤
め
た
後
、平
成
３
年
、

横
浜
労
災
病
院
の
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
、
診
療
放
射
線
技
師
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。 

　
診
療
放
射
線
技
師
は
毎
日
、

医
療
放
射
線
を
扱
う
た
め
、
そ

の
被
ば
く
か
ら
患
者
さ
ん
や
技

師
本
人
を
守
る
こ
と
も
大
切
な

仕
事
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て

「
う
ち
の
病
院
は
昨
年
、
日
本
放

射
線
技
師
会
か
ら
『
医
療
被
ば

く
低
減
施
設
第
１
号
』
の
認
定

を
受
け
、
安
全
管
理
に
は
十
分

な
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
」と
強

調
す
る
安
部
さ
ん
。 

　
現
在
は
主
任
の
一
人
と
し
て
、

後
輩
た
ち
の
指
導
に
当
た
り
な

が
ら
、
日
進
月
歩
の
医
療
機
器

を
前
に
、
診
療
放
射
線
技
師
と

し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
努

め
て
い
ま
す
。 

医療を支える人々 

ブルーベリーは目にいい？ 

横
浜
労
災
病
院
・
診
療
放
射
線
技
師 

安
部 

真
さ
ん 



脳
梗
塞
か
ら
生
還
、小
説
の
執
筆
に
意
欲 

● 

闘病記を出版した 

二宮 繁康 さん 
（65歳・瀬谷区） 

健康な仲間たち 

健康な仲間たち 

シリーズ
 

 

還
暦
を
前
に
、病
に
倒
れ
る 

 

　
私
は
大
学
を
卒
業
後
、
外
資

系
の
企
業
に
勤
め
、
順
風
満
帆

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
50
歳
を
過
ぎ

て
独
立
。自
ら
会
社
を
興
し
て
、

新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
還
暦
が
近
く
な

っ
た
７
年
前
の
秋
、
突
然
、
脳

梗
塞
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
人
生

は
暗
転
。
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
時
だ
け
に
、
目
の
前

が
真
っ
暗
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
今
、思
え
ば
始
ま
り
は
頭
痛

で
し
た
。鈍
痛
で
頭
が
重
く
、大

事
な
商
談
に
も
身
が
入
り
ま
せ

ん
。や
が
て
言
葉
が
も
つ
れ
、ろ

れ
つ
が
回
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
驚
い
た
妻
の
勧
め
で
、
近
く

の
病
院
へ
。
脳
梗
塞
と
診
断
さ

れ
、
す
ぐ
入
院
し
ま
し
た
が
、

間
も
な
く
右
半
身
が
全
く
動
か

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

辛
い
リ
ハ
ビ
リ
、苦
闘
の
日
々 

 

　
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
。

治
療
の
か
た
わ
ら
、
麻
痺
し
た

右
手
足
の
機
能
を
取
り
戻
す
た

め
、
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま

り
ま
し
た
。あ
ま
り
の
辛
さ
に
、

何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、「
病
気
に
負
け
て
た

ま
る
か
」
と
必
死
で
耐
え
抜
き

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
４
カ
月
後
に
や
っ

と
退
院
。
し
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ

に
休
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
足

は
も
ち
ろ
ん
、
言
語
障
害
を
一

刻
も
早
く
克
服
し
た
い
一
心
か

ら
、
本
の
朗
読
や
腹
式
呼
吸
に

よ
る
発
声
練
習
な
ど
、
自
宅
で

も
一
生
懸
命
、
機
能
回
復
訓
練

に
励
み
ま
し
た
。 

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
言
葉
の

方
は
か
な
り
回
復
し
ま
し
た
が
、

手
足
の
機
能
は
ま
だ
ま
だ
。
早

期
の
回
復
を
念
じ
な
が
ら
、
今

も
リ
ハ
ビ
リ
の
毎
日
で
す
。 

 

い
つ
か
は
芥
川
・
直
木
賞
を 

 

　
突
然
の
脳
梗
塞
で
、
私
の
後

半
人
生
は
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
不
自
由
な
体
で
は
、

以
前
の
よ
う
に
バ
リ
バ
リ
働
く

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
る
べ
き
か
ー
。
不

安
の
中
に
い
た
私
に
、
希

望
の
光
を
与
え
て
く
れ
た

の
が
本
の
執
筆
で
し
た
。 

　
退
院
後
、
友
人
の
勧
め

で
書
い
た
闘
病
記
が
編
集

者
の
目
に
止
ま
り
、「
生
命

あ
る
ま
ま
に
〜
脳
梗
塞
か

ら
の
生
還
〜
」と
い
う
題
名

で
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
勇

気
づ
け
ら
れ
て
執
筆
し
た

短
編
小
説
も
、
コ
ス
モ
ス

文
学
の
会
新
人
賞
に
入
選

し
ま
し
た
。 

　
実
は
、
若
い
頃
に
プ
ロ

歌
手
を
め
ざ
し
て
勉
強
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

小
説
の
執
筆
は
生
ま
れ
て
初
め

て
。
病
気
の
お
陰
で
、
自
分
の

中
の
意
外
な
“才
能
„に
気
づ
き
、

今
は
小
説
を
書
く
こ
と
が
生
き

甲
斐
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
つ
か
は
芥
川
賞
か
直
木
賞
を

ー
。
そ
ん
な
大
き
な
夢
も
持
っ

て
い
ま
す
。 

　
脳
梗
塞
か
ら
生
還
し
て
、
つ

く
づ
く
思
う
の
は
健
康
の
あ
り

が
た
さ
で
す
。
病
に
倒
れ
る
前

の
私
は
、偏
食（
肉
好
き
・
野
菜

嫌
い
）、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
と
不

摂
生
の
塊
の
う
え
、
医
者
が
大

嫌
い
で
し
た
。
今
は
大
い
に
反

省
し
、
健
康
生
活
を
心
が
け
て

い
ま
す
。 

こ
う
そ
く

 

!!



 

P
S
A
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
？ 

 
　
最
近
、
前
立
腺
癌
の
診
断
に

Ｐ
Ｓ
Ａ
が
有
用
で
あ
る
と
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い

っ
た
い
Ｐ
Ｓ
Ａ
っ
て
な
ん
で
し

ょ
う
か
？ 

男
性
の
膀
胱
の
出
口

に
あ
っ
て
尿
道
を
取
り
囲
む
よ

う
に
位
置
し
て
い
る
臓
器
を
前

立
腺
と
い
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｓ
Ａ

は
、
こ
の
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ

れ
る
酵
素
の
一
種
で
日
本
語
で

は
前
立
腺
特
異
抗
原
（
以
下
Ｐ

Ｓ
Ａ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

約
15
年
前
か
ら
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
前
立

腺
癌
に
お
い
て
高
率
に
上
昇
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
多

く
の
検
討
が
な
さ
れ
、
癌
の
進

行
に
応
じ
て
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
値
が
上

昇
傾
向
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て

癌
の
治
療
に
際
し
て
も
、
そ
の

効
果
が
評
価
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
前
立
腺
癌
の

早
期
発
見
と
治
療
に
お
い
て
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
、

横
浜
市
の
老
人
基
本
診
査
に
お

い
て
も
希
望
す
る
方
に
は
測
定

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

必
ず
し
も
癌
で
は
な
い 

 

　
し
か
し
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
、
前
立
腺

特
異
抗
原
で
あ
っ
て
、
前
立
腺

が
ん
特
異
抗
原
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
、
前
立
腺
癌
の

ほ
か
に 

①
50
歳
ご
ろ
か
ら
増

大
し
て
排
尿
に
障
害
を
及
ぼ
す

前
立
腺
肥
大
症
の
う
ち
比
較
的

容
量
の
大
き
い
症
例
の
一
部
、

②
前
立
腺
肥
大
症
に
よ
っ
て
突

然
尿
が
出
な
く
な
っ
た
状
態（
尿

閉
と
い
い
ま
す
）、
③
あ
る
い

は
細
菌
感
染
に
よ
っ
て
高
熱
、

排
尿
障
害
を
生
ず
る
急
性
前
立

腺
炎
　
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
高

率
に
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

も
し
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
高
値
で
あ
っ
た

場
合
で
も
①
〜
③
を
考
慮
し
て

そ
の
後
の
対
応
を
必
要
と
し
ま

す
。
②
お
よ
び
③
の
場
合
に
は
、

そ
の
治
療
に
よ
っ
て
正
常
値
に

な
れ
ば
癌
は
否
定
さ
れ
ま
す
。 

　
前
立
腺
癌
で
は
高
率
に
Ｐ
Ｓ

Ａ
が
4.0 

ng
／
ml
以
上
に
上
昇
し

ま
す
が
、
一
方
4.0 

ng
／
ml
を
超

え
た
ら
す
べ
て
が
癌
と
い
う
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

確
定
に
は 

組
織
診
断（
針
生
検
）を 

 

　
癌
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す

る
た
め
に
は
麻
酔
の
も
と
に
前

立
腺
か
ら
組
織
を
一
部
採
取（
針

生
検
）し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳

し
い
組
織
診
断
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、す
べ
て
の
人
が
す
ぐ
生

検
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
齢
、
前
立
腺
の

大
き
さ
と
硬
さ
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
変

動
な
ど
に
よ
り
生
検
の
適
応
と

そ
の
時
期
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
泌

尿
器
科
専
門
医
に
相
談
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。 

　街で聞いた７歳くらい

の子と母との会話『おば

様のお料理がおいしくな

くても、まずいとは言わ

ないで、おなかいっぱい

というのね』ほほえまし

いとともに、すばらしい

教育であると感心した。

きっとその子は心配りの

良い女性になるだろうし、

いい医者になるかもしれ

ない。しかし、お世辞で

ほめたおば様の料理がま

ずいままでも誰も困らな

いが、病気のことを婉曲

に説明していたら一言で

言うより何倍も時間はか

かるし、一番大事な病気

の説明を理解してもらえ

なくて後悔したことを、私

に限らず多くの医者は経

験している。とはいって

もいきなりずばずば言う

わけにもいかない。患者

の状況によってうまく使

い分けられたらいい医者

になれるだろうが。 

（井筒　三郎） 

待 

合 

室 

こ

んな
時どうする

PSAが高いって 
言われたら 

公平泌尿器科医院  公平 昭男 先生 

!!!!
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休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ  

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ  

午前0時以降の 
内科・小児科の初期 
救急診療に対応する 
「拠点病院」 

内科・小児科　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時 内科・小児科・歯科　診療時間：午前10時～午後4時 
●青葉区休日急患診療所　　  （045）973－2707 
●緑区休日急患診療所　        （045）937－2300 

●金沢区三師会立休日救急診療所　（045）782－8785 
●戸塚休日急患診療所　        （045）852－6221

内科・小児科　診療時間：午前10時～午後4時 
●横浜市旭休日急患診療所   （045）363－2020 
●泉区休日急患診療所   （045）801－2280 
●横浜市磯子区休日急患診療所   （045）753－6011 
●神奈川区休日急患診療所   （045）317－5474 
●横浜市港南区休日急患診療所   （045）842－8806 
●港北区休日急患診療所   （045）433－2311 
●栄区医師会休日急患診療所   （045）893－2999 

●横浜市瀬谷区休日急患診療所   （045）302－5115 
●都筑区休日急患診療所   （045）911－0088 
●鶴見区休日急患診療所   （045）503－3851 
●中区休日急患診療所   （045）622－6372 
●西区休日急患診療所   （045）322－5715 
●保土ヶ谷区休日急患診療所   （045）335－5975 
●南区休日急患診療所   （045）731－2416

神奈川県医師会中毒情報相談室【24時間対応】 
  （045）262－4199

横浜市歯科保健医療センター 
休日・夜間救急歯科診療   （045）201－7737 

休日診療：午前10時～午後4時  夜間診療：午後7時～11時 

●横浜市北部夜間急病センター   （045）911－0088 
　都筑区休日急患診療所1階　内科・小児科：午後8時～午前0時 
●横浜市南西部夜間急病センター   （045）806－0921 
　泉区休日急患診療所　内科・小児科：午後8時～午前0時 

●横浜市立市民病院 保土ヶ谷区岡沢町56   （045）331－1961 
●横浜市立みなと赤十字病院 中区新山下3-12-1   （045）628－6100 
●横浜労災病院 港北区小机町3211   （045）474－8111 
●済生会横浜市南部病院 港南区港南台3-2-10   （045）832－1111 
●昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央35-1   （045）949－7000 
●国立病院機構横浜医療センター 戸塚区原宿3-60-2   （045）851－2621

 「健康横浜21」は、健康増進法に基づく「市町村健康増進計画」として位置づけられ
ている市民の健康づくりの計画です。（計画期間：平成13年度～平成22年度） 
　このたび、計画の見直し・修正を行い、今後5年間（平成22年度まで）に重点的に取
り組むテーマを、「生活習慣病予防の推進」とし、重点取組分野として3つの分野（①
食習慣の改善、②身体活動・運動の定着、③禁煙・分煙の推進）を設定しました。 
　健康に関心のある人にもない人にも「予防」の重要性や効果を認識してもらい、健
康づくりに取り組んでいきます。 

「健康横浜21」の修正計画について 

お問い合わせ先……健康福祉局保健政策課 　045・671・2454

訪問看護ステーション 看護師の募集 
横浜市内19ヵ所にある各区医師会立のステーションで、
訪問看護に従事してくださる看護師（常勤・非常勤）を募
集しております。詳細は次の連絡先へお問い合わせ下さい。 

【お問い合せ先】 
横浜市医師会事業三課 　045・201・7366

11月 ★17日 睡眠時無呼吸症候群（2） 

 ★24日 早期胃がんに対する内視鏡的治療（1） 

12月 ★  1日 早期胃がんに対する内視鏡的治療（2） 

  ★  8日 小児救急のかしこいかかり方（1） 

 ★15日 小児救急のかしこいかかり方（2） 

 ★22日 年末年始の救急 

 ★29日 お休み 

11・12月の放送予定 

tvkテレビメディカルチェック 

「みんなの健康」 

毎週金曜日午後1時19分より 
（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。） 

※重点取組分野（①～③）については、それぞれ指標（目標）を設定しています。 
具体的な内容・数値については、次号「1・2月号」に掲載します。 

①食習慣の改善 

②身体活動・運動の定着 ③禁煙・分煙の推進 

生活 
習慣病の 
予防 

★横浜市夜間急病センター   （045）212－3535  内科・小児科：午後6時～午前0時   眼科・耳鼻咽喉科：午後8時～午前0時 
★横浜市救急医療情報センター【24時間対応】 （045）201－1199


